
［ぷ口作・業ヽ盃m,打mm云ふ）五〕
＊チェックをする前に必ずお鵬みください。

（目 的）

こ の 「介護作業者の腰痛対策チェックリスト」（以下「チェックリスト」と いう。）は、
「 危険性又は有害性等の調査（リスクアセスメント ）」の手法を踏まえて、介護作業におい

て腰痛を発生させる直接的又は間接的なリスクを見つけ出し 、リスク低減対策のための優
先度を決定 、対策を講じ 、介護作業者の腰痛を予防することを目的としています。

〔対象・チェックリストの活用）
チェックリストの記入者は、介護作業に従事する方です。自分自身の作業内容や作業環

境をチェックすることで 、腰痛を引き起こすリスクを明確にすることができます。
チェックリストを職場全体で実施することにより 、他の作業者が感じたリスクにつ いて

も情報が得ら れ 、リスクに対する共通の認識を持つこともできます。
また 、事業者はチェックリストの結果を踏まえ、優先順位を決めるとともに 、

減のための対策を講じることが必要です。
さらにリスク低減対策を検討するための参考として対策例 を 掲載しています。

〔内容·使用手順〕

リスク低

チェックリストは、「リスクの見積り」と 「 チェックリスト」 の本体から成ります。
「チェックリスト」の本体への記入は、「リスクの見積り」に記載された評価の基準を目

安にします。 「チェックリスト本体のリスクの見積り」欄の該当する評価に0印をつけ、そ
れぞれの介護作業の 「リスク」を決定します。「リスクの見積り」は、評価の例として掲載

しています。
【チェックリストの本体への記入】

1. 該当する介護サ ー ビスの口にチェック（レ）を入れてください。
2. 行っている介助作業の口にチェック（レ）を入 れてください。該当する介助作業

がな い場合は、 「 その他」の項目に作業内容を書き込んで使用してください。
3. 「リスクの見積り」 の該当する評価に0を付けてください。

「リスク」は、その評価の 一例として「リスクの見積り」において、a評価が2個以
上で 「 高」、a評価が1個含ま れるか又は全てb評価で「中」、 bと cの評価の組み合
わせ 又は全てc評価で「小」としています。該当するものに0を付けてください。

〈チェックリスト記入例〉

具体的な ③リスクの見積り
②介助作業

作業内容 作業 重量 頻度／ 作業 リスク姿勢 負荷 作業時間 環境
口着衣時の ベッド⇔車椅子

a. 不良 a 大 a.@ a問題あり 高ベッド⇔ポータブルトイレ
移乗作業 車椅子⇔便座

bや邑撻 b.® ®車椅子⇔椅子 b. 時々 b ．やや問題

などの移乗介助 C. 良 c. ll ヽ C． ほぽなし C• もし 低
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